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ひとくちメモ

国土交通省は、9月18日、今年7月1日時点での都道府県地
価（基準地価）を発表しました。
全用途の全国平均は前年比0.1%増で、バブル期の1991年

以来27年ぶりに上昇しました。
外国人観光客の増加や景気回復を背景に、商業地が三大都

市圏と地方圏の中核的な4市（札幌・仙台・広島・福岡）で
大きく伸びたため、全体を押し上げました。一方、土地需要
の少ない地方圏は下落が続き、格差が広がっています。

今年の夏は記録的な猛暑でした。まだ夏を思わせる暑さの日もありま

すが、日が落ちてからの涼しさと虫の音に秋を感じますね。

木々は秋の準備をはじめています。紅葉は夏に晴れて気温が高く、秋

に一気に冷え込むことで綺麗に色づくそうです。今年は秋の冷え込みが

見込めるため、全国的に鮮やかな紅葉が期待できるそうです。猛暑の夏

の置きみやげですね。

いわき市は、平均変動率は住宅地1.7%増（前年比1.7ポイント減）、商業地1.5%増
（同0.1ポイント増）で、いずれも6年連続増加となりました。
住宅地の平均変動率で、2013年以降県内市町村別でトップだったいわき市が首位を外

れて5位となり、震災と原発事故後に増加した被災者の移転需要が減少し、ピークは過ぎ
たとみられています。
ただ、県では「泉地区や小名浜地区では引き続き移転需要が見られ、地元住民の需要も

回復しつつあり、地価は強含み」と分析しています。また評価にあたった県不動産鑑定士
協会会長は「通常の不動産市場に戻りつつあるが、急速に市場が冷え込む状態にはなって
いない」と分析しています。

県内主要４市の平均価格（1㎡あたり）は、福島市が4万1000円、会津若松市3万
6000円、郡山市4万7000円、いわき市は3万9200円でした。
いわき市内の最高価格は、住宅地が県内3位となる「平字作町三丁目1の16」の7万

9500円、商業地が「平字小太郎町2の6」の9万6500円でした。


